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１．定例会議                          
○理事会                     １１月２８日（月） 

理事１１名、監事１名、顧問１名が出席し理事会を開催しました。 

長谷川会長の議長就任後、議事録署名人の指名にあたって、定款に定める議事録署 

人として足利監事を指名しました。 

次第により、以下のとおり会議が行われました。 

 

≪報告事項≫ 

①上期監査（土木部会、建築部会）（１０／２４） 

②担い手育成事業「建設業を体感しよう！」（１０／２９） 

③上期監査（青年会）（１０／３１） 

④社会貢献活動事業（寄贈事業）（１１／７） 

災害時用エアマット、救命胴衣、簡易組立トイレ、トイレ用テント 

⑤建築部会役員会（１１／１０） 

⑥青年会球納めゴルフコンペ・忘年会（１１／１１） 

⑦土木部会役員会（１１／１４・午前） 

⑧要望書提出（１１／１４・午後） 

「秋田市卸売市場再整備の地元企業への発注に関する要望」 

「令和４年度 建設工事に関する入札制度等についての改善要望」 

⑨上期監査（協会）（１１／１７） 

⑩秋田市建設産業を考える議員の会との意見交換会・懇親会（１１／２４） 

「秋田市発注の公共建設工事に関する要望」 

 

事務局は、①～⑩について順に概要を説明しました。 

議長は、質問・意見を求めたが発言者はなく、理事会は、上記報告１０項目に 

ついて了承しました。 

 

≪議事≫ 

議案１ 担い手育成事業「建設業を体感しよう！」について（報告） 資料１ 

 

事務局は、資料により実施概要について説明し、事業費 475,200円のうち、 

７月２５日の理事会承認に基づいて 300,000円を協会から支出していることを 

報告しました。 

議長は、質問・意見を求めたが発言者はなく、理事会は報告について承認し 

ました。 

 

議案２ 委員会の構成員について             資料２－1～4 

監事（協会、土木部会・建築部会・青年会）の兼職禁止 

    

事務局は、資料２－1及び２－2により、協会監事に限らず、土木部会、建 

築部会及び青年会の監事も各委員会の委員を担うことができないことを説明 

し、該当する監事の解嘱について審議をお願いしました。 

議長は、質問・意見を求めたところ、規程に抵触している状況は好ましくな 



     

いとの意見が出され、審議の結果、理事会は、該当する監事の委員会委員の解 

嘱について承認しました。 

次に、事務局は、前回の理事会では、災害対策委員会及び災害対策本部の委 

員に関して触れていなかったことを述べ、本会議での審議をお願いしました。 

審議の結果、理事会は、該当する監事の災害対策委員会及び災害対策本部の 

委員の解嘱並びに災害対策委員会地区別班長・副班長の交代について承認しま 

した。 

 

議案３ 講演会・安全祈願祭・懇親会について        資料３－1、2 

令和５年１月１２日（木） ＡＮＡクラウンプラザホテル秋田 

 

事務局は、資料により、講演会から懇親会までの流れについて説明し、検討 

をお願いしました。 

議長は、講演会の開始時間や懇親会の来賓等に関して質問・意見を求めたが 

発言者はなく、理事会は、講演会・安全祈願祭及び懇親会の内容について承認 

しました。 

 

≪その他≫ 

(1) 協会関係行事の日程等 

     ①年始回り １／６（金） 午前中 

②講演会・安全祈願祭・懇親会 １／１２（木） ANA ｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ秋田 

講演会 午後３：００ 安全祈願祭 午後４：３０ 懇親会 午後５：００ 

③建築部会新年会 １／１６（月） 午後５：３０ 濱乃家 

④土木部会新年会 １／１８（水） 午後５：００ 秋田キャッスルホテル 

⑤秋田市建築関連団体連絡協議会役員会 １／１６（月）午前１１：００協会 

⑥ばっけの会役員会 １／２３（月） 午後１：００（理事会終了後） 

 

事務局は、今後の協会関係行事について説明し、了承されました。 

 

※ 次回の理事会は、令和５年１月２３日（月）とし、三役会を午前１０：００から、 

理事会を午前１１：００から開催することとしました。 

 

議長は、すべての議事を終了し午前１１時４５分に閉会しました。 

 

 

２．行事報告                          
○担い手育成事業「建設業を体感しよう！」     １0月29日（土） 

協会と青年会の共催により、建設業の職場体験を通して、小学生に建設業に興味を 

持ってもらうことを目的とした建設現場見学会及び建設機械体験を実施しました。 

当日は、青年会会員が主体となって活動し、３０名（児童１９名、保護者１１名） 

の参加者が、（仮称）ツルハドラッグ秋田山王店新築工事（施工：加藤建設㈱）の現場 

を見学した後、アクティオ秋田南営業所（御所野）に移り、高所作業車への試乗やバ 

ックホウ、ショベルカーのアーム操作などを体験しました。 



     

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



     

○社会貢献活動（寄贈事業）            １１月７日（月） 
災害発生時の避難所での不便な生活の解消に寄与することを目的として、協会三役 

が市長と面談して以下の物品を寄贈しました。 

市長からは、「災害が頻発しているなか、避難所でのプライバシーが守られる物品の 

寄附はありがたい」と謝意が示されました。 

 

≪寄贈物品≫ 

①災害時用エアマット（４０枚／組）  ８組 

②救命胴衣              ３着 

③簡易組立トイレ           ５台 

④トイレ用テント           ５張 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○要望書の提出                  １１月１４日（月） 
①「秋田市卸売市場再整備の地元企業への発注に関する要望」 

長谷川建設業協会会長、太田管工事業協同組合理事長及び松澤電業協会会長の３ 

名が穂積市長と面談し、要望書「秋田市卸売市場再整備の地元企業への発注に関す 
る要望」を提出しました。 
要望書については、以下のとおりです。 

 

要  望  書 

 

令和４年１１月１４日 

 

秋田市長 穂 積   志 様 

 

秋田市山王二丁目１０番４号 

一般社団法人 秋田市建設業協会 

会 長  長谷川 尚 造 

 

 



     

 

秋田市山王臨海町３番１８号 

秋田管工事業協同組合 

理事長  太 田 博 之 

 

秋田市山王三丁目１番７号 東カンビル 

一般社団法人 秋田県電業協会 

会 長  松 澤 國 彦 

 

秋田市卸売市場再整備の地元企業への発注に関する要望 

 

秋田市政のますますのご発展をお喜び申し上げます。 

平素より、一般社団法人秋田市建設業協会、秋田管工事業協同組合及び一般社団法人秋

田県電業協会に対しまして格別のご指導ご鞭撻を賜わり厚くお礼申し上げます 

穂積市長におかれましては、市民のくらしを守り抜くため、市内経済や家計を支えるた

めの施策の推進に、日々ご尽力されておりますことに心から感謝申し上げ敬意を表します。 

さて、秋田市卸売市場の再整備につきましては、２０２１年６月に策定された再整備基

本方針を踏まえ、２０２３年３月に策定予定の再整備基本構想の中で、再整備の範囲や整

備手法等及び完成までのスケジュールを示し、外旭川地区のまちづくりと併せて実施する

計画とされておりますが、１９７５年の開業から４７年を経過し老朽化が進んでいるため

最優先で進めていただきたい所存です。 

当該再整備は、秋田市民の元気の源となる安全で安心な食材を供給し、健康を守るため

の器を整備する大事な事業であります。 

それとともに、多くの地元企業が携わることのできる絶好の機会であり、産業の振興と

雇用の確保にも大きな影響をもたらします。 

以上のことから、秋田市卸売市場の再整備について、下記のとおり要望いたします。 

 

記 

 

１ 地元企業への発注について 

秋田市卸売市場の再整備は、地元企業に発注し、多くの企業の振興と雇用を守って 

いただきますようお願い申し上げます。 

 

２ 建設工事発注のシステムについて 

建設工事発注のシステムについては、基本構想段階から検討され、多くの地元企業 

が携わることができるよう構築していただきますようお願い申し上げます。 

 

 



     

３ 建設工事発注の要件等について 

建設工事の発注にあたっては、工種別による分離発注方式を採用されるとともに、 

入札参加要件を地元企業に絞って設定していただきますようお願い申し上げます。 

 

②「令和４年度 建設工事に関する入札制度等についての改善要望」 
長谷川会長、三浦副会長、小南副会長及び伊藤会計理事の４名が穂積市長と面談 

し、要望書「令和４年度 建設工事に関する入札制度等についての改善要望」を提出
しました。 
要望書については、以下のとおりです。 

 

要  望  書 

 

令和４年１１月１４日 

 

秋田市長 穂 積   志 様 

 

一般社団法人 秋田市建設業協会 

会 長   長谷川 尚 造 

 

令和４年度 建設工事に関する入札制度等についての改善要望 

 

秋田市政のますますのご発展をお喜び申し上げます 

平素より、当協会に対しまして格別のご指導ご鞭撻を賜わり厚くお礼申し上げます。 

穂積市長におかれましては、第１４次秋田市総合計画「県都『あきた』創生プラン」を

推進し、持続可能で元気な秋田市をつくるためにご尽力されておりますことに心から敬意

を表します。 

一方で、市民の安全安心を確保するため、新型コロナウイルス感染症対策にスピード感

をもって取り組んでおられることは、心強い限りです。 

さて、近年、地震、暴風、大雨等により、全国各地で甚大な被害に及ぶことが増えてき

ております。 

災害から命やくらしを守るためには、「防災」はもちろん大事ですが、被害を受けてしま

った後の「復旧」もまた大事です。 

その一刻も早い復旧には、災害協定により速やかに善後策を講じるとともに、いつでも

市民の負託に応じられるよう、日頃の官民連携と迅速な対応を可能とする体力と機動力が

必要とされます。 

しかしながら、地元建設業は、就労者の高齢化や技能者等の不足が深刻になっているこ

とに加え、原材料の高騰による建設費の圧迫、生産性向上のための対応など厳しい状況に

置かれており、このままでは企業の体力が低下してしまいます。 

このような状況を打開するには、発注者と受注者がそれぞれの責務を果たしつつ、相互

に連携していくことが肝要であり、当協会としましても、インフラの守り手として迅速か



     

つ確実に行動することにより、地域の安全と経済の発展に寄与してまいりたいと考えてお

りますことから、下記のとおり要望いたします。 

 

記 

 

１ 公共工事の品質確保について 

(1) 調査・設計の品質確保について（継） 

公共工事の品質確保を図るためには、工事の前段階にあたる調査・設計におい

ても、工事と同様の品質確保を図ることが重要な課題となってきます。 

秋田市では、入札手続きにおける透明性、公平性及び入札参加者の利便性の向

上等を図ることを目的として、設計数量等の工事費積算情報を公開しております

が、設計数量と実施数量との差が大きいことや取引単価との乖離等から、設計内

容では工事が実施できない場合があります。 

見積り等による歩掛り、特殊資材の市況調査価格、特殊な工法等については、

その採用時点や根拠及び仕様等について公開していただきますようお願いいたし

ます。 

 

(2) 急激な物価変動への対応について（新） 

秋田市では、公共工事の品質を確保するため、設計・積算については、物価資

料等を参考にして適正価格の算定に努められておりますが、昨今の急激な物価変

動には対応しておらず、受注者側の負担が大きくなってきている状況です。 

近年、公共工事の受注後に主要な工事材料の価格が著しく高騰し、取引価格と

の乖離から請負代金額が不適当になってしまう場合が多くなってきており、この

ため、国や県では、単品スライド条項の運用ルール改定の通知を発して、「実際の

購入価格」の方が「購入した月の実勢価格」より高い場合は、「実際の購入価格」

を用いて請負代金額を変更できるようにしたところです。 

秋田市においても、国や県に倣って単品スライド条項の運用改善を図り、着工

後における受注者との協議を綿密に行うことにより、適切に工事が実施できるよ

うに対策を講じていただきますようお願いいたします。 

 

２ 建築及び設備工事の設計・積算並びに数量公開について（継） 

秋田市では、建築及び設備工事において公開する数量は、「参考数量」として取扱

い、これに関する疑義は原則として質問回答の対象としないこととされております。 

これに対し、秋田県の営繕工事においては、改正品確法の基本理念に基づいて、令

和２年度から、４千万円以上の建築一式工事（新築工事に限る）及びこれに付随する

１千５百万円以上の電気・機械設備工事について、「入札時積算数量書活用方式」の

対象工事である旨を入札公告及び発注概要書に明記し、数量に齟齬があった場合は、

発注者と協議して数量の訂正及び請負代金額の変更に及ぶことができる方式を試行

しております。 



     

秋田市においても、請負契約締結後における積算数量に関する協議を円滑に行うた

め、県に倣って、一定額以上の建築及び設備工事については、「参考数量」ではなく、

適切に契約変更を行うことのできるいわゆる「契約数量」としての公開を早期に実施

されることを要望いたします。 

 

３ 最低制限価格制度について（継） 

秋田市最低制限価格制度取扱要領では、秋田市及び上下水道局が発注する建設工事

に採用する最低制限価格については、設計金額５千万円未満の建設工事を対象として、

８７％から９１％の間の掛率を開札前の抽選により決め、予定価格にその率を乗じて

得た額とするとしております。 

しかし、予定価格は取引の実例価格、需給の状況、履行の難易度等を考慮して適正

に定められる価格であり、これに抽選により決めた率を掛けて最低制限価格を決める

方法は、工事内容の正確な見積りと実行予算に伴う原価管理を行ううえで著しく支障

があるほか、抽選次第で容易に落札者となることが可能であるため、入札参加者の積

算能力の低下を招き、請負工事契約の内容に適合した履行を確保できないことが考え

られます。 

多くの都市では国が推奨する中央公契連モデル（中央公共工事契約制度運用連絡協

議会）を参考に、対象工事の直接工事費、共通仮設費、現場管理費及び一般管理費を

対象として最低制限価格を決めており、このことにより、入札参加者の徹底した工事

内容の分析と積算技術の向上が促進され、適切な制度運用が図られることから、秋田

市においても他都市を参考に方式を改正されるよう要望いたします。 

 

４ 低入札価格調査制度について（継） 

公共建設工事の入札における予定価格は、市場の実勢価格の調査（取引実例価格、

需給の状況、履行の難易、所要数量、工期等）を考慮して契約金額を決定する基準と

して設定され、本来、当該価格と入札価格（受注額）との差の少ない契約が、適正な

品質確保及び担い手育成のため望ましいものとされております。 

このため、多くの都市が、公共工事のダンピング受注への対策として、低入札価格

調査取扱要領等を定めて対処しております。 

しかし、秋田市低入札価格調査制度取扱要領における失格判断基準では、「入札価

格が調査基準価格を下回る価格で入札した者全員の平均入札価格に、１０分の９．５

を乗じて得た額を下回っていること」と定めており、この基準では、落札価格が同要

領第３条の調査基準価格未満の額で決まる方向に誘引されることになってしまいま

す。 

秋田市では、調査基準価格を下回る入札が常態化しないよう、一定期間内に調査基

準価格を下回る価格での受注を複数行った業者に対しては、入札参加機会の制限措置

を講じているようですが、ダンピング受注による工事の手抜き、労働条件の悪化及び

安全対策の不徹底等を抜本的に改善するためにも、秋田県低入札価格調査取扱実施要



     

領の別表（第３条関係）失格判断基準（失格判断基準価格）を参考にして制度を改正

されるよう要望いたします。 

 

５ 秋田市工事請負業者選定要領の土木・建築工事について（継） 

秋田市工事請負業者選定要領第７条選定基準では、「土木工事、建築工事、電気工

事、管工事、舗装工事又は造園工事を入札に付する場合は、当該工事の実施設計額に

対する別表第１の等級に格付けされた者のうちから選定するものとする。ただし、実

施設計額が５千万円以上の土木工事及び建築工事を入札に付する場合は、別表第１の

ほか別表第２に掲げる者のうちから選定するものとする。」とされ、さらに別表第２

では「実施設計額１億円以上では総合点数８５０点以上」と規定しております。 

秋田県では、昨年４月に、令和３・４年度適用建設工事入札参加資格審査の結果に

伴い、共同企業体の入札参加要件として求める総合評定値について、一般土木の点数

を９３０点から９４０点に引き上げしたところであり、秋田市においても、建設業者

を公正かつ効率的に選定し、確実な契約履行を確保するため、工事請負業者選定要領

別表第２の土木工事及び建築工事の総合点数８５０点について、上昇変更していただ

きますようお願いいいたします。 

また、工事の難易度が高い場合には、安全対策、作業環境対策や近隣周辺に与える

影響及び施工品質確保など様々な技術的対応が必要となることから、さらに高い総合

点数の区分設定も検討していただきますようお願いいたします。 

 

６ 市内建設業者の受注機会の確保について（継） 

市内建設業界における経営状況は、２０１９年施行のいわゆる「新・担い手三法」

や「働き方改革関連法」の背景にあるように大変厳しい状況にあります。特に担い手

の確保と育成を進めるうえでは、適切な積算に基づく工事の受注から、適正な利潤を

得て良好な労働環境を確保しなければなりません。 

建設業の担い手の中長期的な育成・確保は、秋田市の発展繁栄にも大きく関わるこ

とであり、秋田市発注の建設工事はもとより、秋田市が補助金等の交付を行う民間社

会福祉施設や市が出資する公社及びその他関与する施設の建設等についても、地元経

済への波及効果が大いに期待できる「分離発注方式」の採用や、「市内に本社又は本

店を置く建設業者」又は「市内に本社又は本店を置く建設業者による建設共同企業体」

を入札参加要件とされるよう、各関連部署及び団体等に対し、強くご指導頂きますよ

うご配慮をお願い申し上げます。 

特に、令和３年度は、秋田市が補助金等の交付を行う民間社会福祉施設や市が関係

する団体が発注した建築工事において、入札参加要件として、建築一式工事の総合評

定値（Ｐ点）が１，１００点以上に設定され、これに適合する建設業者は県内で６社、

うち市内が２社と限られた業者しか参加できない状況が続きました。 

このように、競争性が担保されているとは言い難い入札等により、市内建設業者の

参加機会が得られない状況が続くことは好ましくないため、切にお願いいたします。 



     

 

７ 秋田市総合評価落札方式ガイドラインについて 

秋田市総合評価落札方式につきましては、秋田市公契約基本条例の趣旨・目的に沿

ってこれまで実施されてきておりますが、実際には、入札に参加するうえで、総合評

価落札方式ガイドラインによる労働環境評価、地元貢献評価及び不履行による場合の

「減点修正」等多くの問題が存在します。 

また、労働者不足や資機材単価の急激な変動等により、近年、応札業者が少なくな

ってきており、このままでは、総合評価落札方式本来の目的が失われ、建設産業の発

展が危惧されます。 

このため、以下について要望いたします。 

 

(1) 配置予定技術者の施工実績等について（継） 

配置予定技術者の同一工種、同規模以上工事の施工実績において、当該申請書

の工事経歴の従事役職欄に、主任技術者、監理技術者または現場代理人の役職名

を記入することとありますが、一定の資格を有している場合は、この役職以外の

担当技術者として従事した場合についても認めて頂くようお願いいたします。 

また、現場代理人の場合は、「主任技術者等」と同等の資格を有することとあり

ますが、いわゆる「新・担い手３法」の改正により、２０２１年４月に施工管理

における「技士補」の資格制度がスタートしたことに伴い、労働者不足や施工管

理技術者を育成しやすい労働環境を整備するといった観点から、１級の「技士補」

についても認めて頂きますようお願いいたします。 

 

(2) 労働環境評価について（継） 

労働環境評価につきましては、各職種における労働者の最も安価な予定賃金を

入札時に申請しても、各工種の工程や進捗状況によって、当初予定した建設労働

者の変更や増員となることが一般的であるため、入札時に評価することは実情に

合っておりません。 

また、工事完成後における最も安価な支払賃金の履行状況の確認については、

従事したすべての労働者を対象としていますが、第二次以下の建設労働者に支払

われる賃金は、第一次下請業者等の権限によることから、受注者は、第二次以下

の下請業者の建設労働者に支払った賃金を把握することは困難であります。 

以上のことから工事完成後において、受注者が直接契約を結ぶ第一次下請業者

の労働者に支払った賃金のみをその評価の対象とし、入札時には前回までの実績

を評価する方式へと改正されることを要望いたします。 

 

(3) 地元貢献評価について（継） 

地元貢献評価については、入札時に下請業者の選定及び資機材調達先の計画を

評価されても、受注後における市中の工事量、地元建設労働者や重機等の不足、



     

工事進捗状況等による工程・工法の変更、並びに資機材や労働者の単価高騰によ

り、当初の評価内容で工事が完成することは稀であるため、入札時に評価するこ

とは実情に合っておりません。 

このことから入札時の評価を改め、工事完成後に実績として査定し、入札時に

は前回までの実績を評価する方式へと改正されることを要望いたします。 

 

(4) 工事成績評定から減点することについて（継） 

蓄積された技術を日々研鑽し、熱意をもって物づくりに取組むことで、成果の

出来形・見栄え・品質などについて高い評価を得ることは、技術者冥利に尽きま

す。 

しかし、総合評価落札方式の労働環境評価及び地元貢献評価の査定が、工事成

績評定点から減点する方法のため、良質な品質確保を目指した技術者の意識が低

下してきております。 

労働環境及び地元貢献の評価は、工事の出来栄えや技術提案などの評定とは異

質であることから、同方式ガイドライン７実績等評価項目の「過去２年間の同一

工種における工事成績評定点」とは分離し、総合評価における別項目として、前

回までの実績を評価する方式へと改正されることを要望いたします。 

 

○協会上期監査                  １１月１７日（木） 
令和４年度上期監査が伊藤会計理事の立会いのもと、佐々木外部監事、渡辺監事、  

足利監事により行われました。 
会計理事の挨拶の後、事務局が上期の収入及び支出の状況について概要を説明し、 

会計帳簿、証拠書類、銀行預金通帳等について監査が行われました。 
慎重な照合確認が行われた後、佐々木外部監事から、計算書類及び附属明細書等は 

すべて適正に処理されており、理事の業務についても、定款に即して執行されている 
との監査報告がありました。 
監査は、午前１１時４０分に終了しました。 

 

○秋田市建設産業を考える議員の会との意見交換会・懇親会 
  １１月２４日（木） 

ホテルメトロポリタン秋田において、地元建設業界の持続的な発展のため、秋田市 

が発注する建設工事に関する要望等への支援をいただくことを目的として、秋田市建 

設産業を考える議員の会との意見交換会・懇親会を開催しました。 

意見交換会では、議員の会から伊藤巧一会長ほか１０名の議員並びに当協会から 

１２名の役員が出席し、①急激な物価変動への対応（単品スライド条項の改正）につ 

いて、②秋田市卸売市場再整備の地元企業への発注についての２件を議題として行わ 

れ、議員から要望の趣旨を理解していただくとともに、今後とも連絡を取り合って情 

報を共有していくこととしました。 

また、懇親会は、意見交換会に出席した議員１１名を来賓に迎え、協会員２５名が 

参加して行われました。 

 

 



     

３．部会・青年会等の活動                          
○青年会上期監査                 １０月３１日（月） 

青年会の上期監査が田村監事、高島監事によって行われ、収支決算及び会計諸帳簿 

の内容は、いずれも適正であるとの監査報告書が提出されました。 

 

○建築部会役員会                 １１月１０日（木） 
部会長ほか８名が出席し、部会長挨拶、議長選出及び議事録署名人の選任の後、以 

下のとおり議事が進められました。 

 

≪報告事項≫ 

① 秋田市発注建設工事の入札制度等に関する要望等アンケート調査 

（７／１９～８／３） 

② 秋田市建築関連団体連絡協議会役員会（７／２７） 

出席者１４名（建６、管４、電４） 

・各構成団体の役員改選に伴う役員の変更について 

③ 協会・土木部会・建築部会親睦合同ゴルフ大会・表彰式・懇親会（１０／５） 

ゴルフ 参加者１７名、表彰式・懇親会 参加者１８名 

④ 上期監査（１０／２４） 

 

事務局は、①～④について、概要を報告し了承されました。 

 

≪議事≫ 

議案１ 令和５年度事業の提案について             資料１ 

    

事務局は、資料１により、令和５年度事業計画（案）について、例年どおりの 

実施とした場合の概要を説明し検討をお願いしました。 

議長は、質問・意見を求めたところ、外旭川地区まちづくり事業についての勉 

強会や建築物視察研修に関する意見や提案が出され、協議の結果、次の事業を計 

画に組み込むこととしました。 

【例会：その他情報収集等】 

・外旭川地区まちづくり事業に関する勉強会 

＝事業パートナーであるイオンタウン㈱を招いて情報収集 

・建築物視察研修 

＝対象：エスコンフィールド北海道（日本ハムファイターズ新球場） 

 

【会員交流会】 

・ボーリング大会 

※令和５年度に向けて、来年２月開催の役員会に日程を合わせて試験的 

に実施（懇親会あり） 

 

議案２ 新年会について                    資料２ 

日時 Ｒ５／ ／  （ ） 午後  ： 

会場、来賓、会費等（未定）                



     

事務局は、本年１月の新年会は、コロナ禍のため中止したことを述べ、来年に 

ついて検討をお願しました。 

議長は、実施する方向で進めたいとする見解を述べた後、質問・意見を求めた 

ところ、全員実施に賛成し次のとおり決定しました。 

 

日  時 Ｒ５／１／１６（月） 午後５：３０ 

会  場 濱乃家 

 

≪その他≫ 

(1) 建築部会関連行事の日程 

①秋田市建築関連団体連絡協議会 監査、役員会 

・定時総会準備 （Ｒ５／１／  ） 

※Ｒ３ ３／２  定時総会 午前１１：００ 

秋田キャッスルホテル 

Ｒ４ ２／２４ 定時総会 書面決議 

 

②建築部会役員会 

令和５年度事業計画（案）、予算（案）について（Ｒ５／２／  ） 

 

事務局は、①について、例年１月下旬に役員会を、２月下旬に定時総会を開催 

していることを述べてから、来年の定時総会に関して、２月２０日の週で調整を 

図りたいことから、秋田市秘書課に市長の日程を伺っていることを報告しました。 

次に、②について、例年２月中旬に実施していることを述べ、日程調整をお願 

いしました。 

議長は、質問・意見を求めたところ、①に関する意見はなく了承されました。 

②については、２月１５日（水）午後４：００からの開催とし、会議終了後に、 

令和５年度に向けて、試験的に部会員親睦ボーリング大会及び懇親会を開催する

こととしました。 

 

議長は、すべての議事を終了し、午前１１時４５分に閉会しました。 

 

○青年会球納めゴルフコンペ・忘年会        １１月１１日（金） 
小春日和、会員１１名が参加して、秋田椿台カントリークラブにて球納めゴルフコ 

ンペが開催されました。 
また、忘年会が、秋田キャッスルホテル東天紅で行われ、１６名が参加して親睦を 

深めました。 

 

○土木部会役員会                 １１月１４日（月） 
部会長ほか６名が出席し、部会長挨拶、議長選出及び議事録署名人の選任の後、以 

下のとおり議事が進められました。 

≪報告事項≫ 

① 秋田市発注建設工事の入札制度等に関する要望等アンケート調査 

（７／１９～８／３） 



     

② 道路除排雪対策に関する意見交換会（７／２７） 

③ 協会・土木部会・建築部会親睦合同ゴルフ大会・表彰式・懇親会（１０／５） 

ゴルフ 参加者１７名、表彰式・懇親会 参加者１８名 

④ 上期監査（１０／２４） 

 

事務局は、①～④について、概要を報告し了承されました。 

 

≪議事≫ 

議案１ 令和５年度事業の提案について             資料１ 

    

事務局は、資料１により、令和５年度事業計画（案）について、例年どおりの 

実施とした場合の概要を説明し検討をお願いしました。 

議長は、質問・意見を求めたところ、２回目の講演会について、生ビール会と 

組み合わせて行ったらどうかといった意見が出され、全員賛成により提案どおり 

実施することとしました。 

他の事業については、特段意見はなく例年どおり実施することとしました。 

 

議案２ 新年会について                    資料２ 

日時 Ｒ５／ ／  （ ） 午後 ：  

会場、来賓、会費等 未定                

   

事務局は、本年１月の新年会は、コロナ禍のため中止したことを述べ、来年に 

ついて検討をお願しました。 

議長は、実施する方向で進めたいとする見解を述べた後、質問・意見を求めた 

ところ、全員実施に賛成し次のとおり決定しました。 

 

日  時 Ｒ５／１／１８（水） 午後５：００ 

会  場 秋田キャッスルホテル 

 

≪その他≫ 

(1) 土木部会関連行事の日程 

①土木部会役員会 

令和５年度事業計画（案）、予算（案）について（Ｒ５／２／  ） 

 

参考：建築部会役員会 Ｒ５／２／１５（水）   

 

事務局は、①について、例年２月中旬に実施していることを述べ、日程調整を 

お願いしました。 

協議の結果、２月１４日（火）午前１１：００の意見が多く、同日時に開催す 

ることとしました。 

 

議長は、すべての議事を終了し、午前１１時３５分に閉会しました。 

 


